
重症心身障害といわれる方々にとっての重度訪問介護及び支援プランの在り方について

※今回指摘しているのが、現行の「身体介護」と「外出介護」を「重度訪問介護でひと括り」した際に起こる問題

※実際のプランを表示し、その問題点を明確にしてみた

※問題となるのは赤塗りの部分

A．気管切開され常時酸素吸入及び気管内吸引を要する方

朝(早朝) 午前 午後 夜 深夜
月 日中活動:外出介護6時間

火 送り出し:身体介護30分 デイサービス5時間

水 入浴介助:身体介護1時間

木 送り出し:身体介護30分 デイサービス5時間

金 日中活動:外出介護6時間

土 入浴介助:身体介護1時間

日

B．気管切開され、常時モニターによるVS確認を要す方

朝(早朝) 午前 午後 夜 深夜
月 通所授産施設:1日

火 通所授産施設:1日

水
木 通所授産施設:1日

金 入浴介助:身体介護1時間

土 入浴介助:身体介護1時間

日 日中活動:外出介護6時間

C．気管切開され、常時吸引等が必要な方

朝(早朝) 午前 午後 夜 深夜
月 通所授産施設:1日 入浴介助:身体介護1時間

火 日中活動:外出介護6時間

水 通所授産施設:1日

木
金 通所授産施設:1日 入浴介助:身体介護1時間

土
日 日中活動:外出介護6時間

D．重症心身障害といわれる方

朝(早朝) 午前 午後 夜 深夜
月 通所授産施設:1日

火 通所授産施設:1日 入浴介助:身体介護1時間

水 日中活動:外出介護6時間

木 通所授産施設:1日 入浴介助:身体介護1時間

金 日中活動:外出介護6時間

土
日

上記に示したプランが実在します。

こういった重症心身障害といわれる方々への支援は、必ずしも当日に数回であるとか、長時間の支援のみが必要

ではなく、示した通りのピンポイントの支援が必要です。

これらの方の支援を全て「重度訪問介護で括る」と、赤塗りの部分のピンポイントのサービスの報酬額が160単位

となります。上記の方は凡そ程度区分6あるいは著しく重度という方ですが、それでも、その単価額は、程度区分

6の方で172単位、著しく重度の方で184単位ということとなります。

これでは、10月以降における身体介護の1時間単価である400単位とあまりにもかけ離れており、サービス提供

が著しく困難になるものかと思います。

更に、上記の方々は、障害が重い、あるいは医療的なケアを要するということで、受けての事業者がおらず、やむ

なく遠方の事業所を利用しているという状況です(訪問に係る時間も含めて2時間以上に渡る支援を200単位に満

たない報酬単価では、おそらく支援事業者は持ちこたえられない＝サービス提供が不可能となると思います)。

8/24会議資料:参考資料①障害者自立支援法Q＆Aの重度訪問介護の⑥に記載された文言についも、短時間(ピ

ンポイン)の支援を要する方のイメージが組み込まれておらず、現行の「日常生活支援」の取り扱いと同様としてい

ます。

10月以降の「重度訪問介護」については、これまでの「日常生活支援」のみではなく、ピンポイントの支援である

「身体介護」と、活動支援である「外出介護」も組み込まれる訳で、それをひと括りにするのは、大きな問題である

と思います。

こういったカタチが提示(回答)される要因としては、重症心身といわれる方々の生活像がイメージしきれていない

か、あるいは、「重心」＝「在宅療養」(プラス週数日の医療機関及び施設等での日中支援のみ)といった、誤った

イメージがあるのではないでしょうか?。

兵庫県西宮市などは、そういった問題(これまでに構築してきた相談支援プランを維持すること)等により、現行の

「身体介護」と「外出介護」による支援プランの方には、現行のプランを継続させるため、「身体介護」と「移動支援」

(地活事業)の支給決定と利用決定を行い、移動支援事業の報酬単価も、これまで同様とするということです。

もちろん、そういった状況を各自治体によって構築できればよいのですが、近隣市では、ただでさえ調達が困難で

ある地域生活支援事業費を膨らませることはできないというところが大勢を占めています。

解決策として、重心といわれる方に対しては、身体介護による「市町村が特に認めた場合、30分ごとに70単位」

の積み上げでいくのか、あるいは、サービス体系自体が変化(外出介護と身体介護の形態)している中で、それら

を一括したサービスをこれまでと同様という文言は撤回し、「必要に応じて＝支援プランに応じて、重度訪問介護と

身体介護は併給できる」というカタチにすべきであると思います。



何より、支援プランに基づく支援が継続でき、重心といわれる方の内でも少数に属される方々にも、これまでと変

わらぬ生活が維持できるようにと願ってます。


